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【概 要】

高輝度放射光を用いた光電子顕微鏡システムを新しく開発し、１）磁性エレクトロニク

ス、２）半導体エレクトロニクス、３）環境科学、４）ナノバイオロジー、の４分野にお

けるナノ構造の物性を解明し、新しい機能デバイスの開発に貢献する。次世代ナノエレク

トロニクス素子の開発に向けて、ナノサイズの磁性体、極薄ゲート絶縁膜、半導体量子ド

ットにおける化学状態、電子構造、磁気構造の解明が要求されている。一方、触媒表面に

おける真の反応機構を明らかにするためには、ナノ領域における化学状態、電子状態分布、

その時間変化の解析が必要である。さらに、ライフサイエンスの分野では機能を持つ単一

分子の電子状態、局所構造の変化の直接観測への要求が強い。そこで、以下の４項目を開

発課題として研究を進める。１）放射光パルス軟Ｘ線を利用したパルス磁場印加 pump-probe

時間分解能 PEEM の開発、２）空間分解能 50 nm かつビデオレート撮影による ULSI 用ゲート

絶縁膜の相分離イメージング、３）差動排気系の工夫による真空度 1 Pa 雰囲気中での触媒

表面反応解析、４） 球面収差補正法の開発（空間分解能 10 nm 達成）と生体観察セrealtime

ルを用いた透過Ｘ線吸収ナノバイオイメージングの実現。

【期待される成果】

高い空間分解能、時間分解能を持つ放射光光電子顕微鏡を用いたナノ分光法の開発によ

って、磁性エレクトロニクスでは微小部における磁区構造と磁化機構が明らかになり、半

導体エレクトロニクスではゲート絶縁膜における相分離構造とその機構が明らかになり、

次世代デバイス用材料開発が可能になる。また、触媒表面における真の反応機構が明らか

になり、高効率触媒開発に資する。さらにナノバイオロジーにおいては機能を持つ単一分

子の電子状態、局所構造の変化を直接解析することが可能になり、新機能のバイオセンサ

ーの開発に貢献出来る。
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